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シャットノクサスの使用方法について
《1》 安全性

１－１：引火について

シャットノクサスは、引火性のアルコールを炭酸ガスで包んでスプレーするため、ノズルから放出
された高濃度のアルコール粒子（引火の可能性大）の酸素を遮断して引火を防止しています。

ノズルから放出されたアルコール粒子は数分で部屋中に拡散され、爆発限界以下の気体濃度になるため、引火が防止できます。
<解説>

１００％濃度のエタノールが引火・爆発する気体濃度は３．３％（33,800ppm）以上。

シャットノクサス標準機（ＳＮＡ型、ＳＮＭ型）は１分間で、８０ｍｌのアルコールをスプレーします。空間噴霧の容積標準を１分間１６．５立方ｍとすると、７５ｖｏｌ％のエタノールを８０ｍｌ投入した場合の気体濃度は約１４００ｐｐｍとなり、爆発限界までには２３倍以上の安全率を確保している。（計算式－１参照）
１－２：炭酸ガス濃度について
　上記と同条件（１分間スプレー、１６．５立方ｍの容積）の場合、完全密閉されたタンク内だと、炭酸ガス濃度が約６０００ｐｐｍとなり、労働安全環境を少し超えてしまう（１５分短期暴露の安全限界は１５，０００ｐｐｍ）。ただし、通常の生活環境や換気されている室内で５０００ｐｐｍを超えた経験は無く、安全に作業が可能です。ただし完全密閉空間での作業には、携帯型の酸素濃度計等の装備をお勧めします。（計算式－２参照）
《2》 消毒方法

２－１：消毒時間

　消毒対象物の表面消毒は、１㎡当り１０ｍｌ程度の薬剤を隙間の無いように全体にスプレーします。清潔度が低い場所では、その２～５倍（１㎡当たり２０ｍｌ～５０ｍｌ）をスプレーします。
※食品工場での清潔な環境（清潔区）と清浄度が低い環境（一般区）の判断方法（参考）
①菌の１０㎠拭取り検査を行います。

②菌数が１～５０程度であれば清潔な環境と判断されます。ただし、

食品に接触する物や器具は菌数ゼロでないといけません。

③菌数５０～１００程度であれば一般区であれば清浄ですが、清潔区では不潔になります。
④菌数１００以上は一般区であっても清浄度が低い環境となります。

清潔な環境では、シャットノクサス標準機（１分間：８０ｍｌ噴射）では１㎡当たり８～２３秒、ミニ機種（１分間噴射：６０ｍｌ）では１㎡当たり１０～３０秒で消毒するのが目安です。
　清潔な環境で、標準機種で空間噴霧を行う場合、１分間当たり約１５立方ｍ（８０ｍｌ）程度とします。消毒されていない清浄度が低い場所では、１分間当たり５立方ｍ（３倍）とします。
　清潔な環境で、ミニ機種で空間噴霧を行う場合、１分間当たり約１０立方ｍ（６０ｍｌ）程度とします。消毒されていない清浄度が低い場所では、１分間当たり約３立方ｍ（３倍）とします。

２－２：消毒方法と注意
　シャットノクサスは非常に静粛な高性能スプレーマシンです。非常に静粛ですので、消毒時の騒音を気にせず作業ができます。揮発性の高い高濃度アルコール製剤を使用できるので、濡れては困る対象物も消毒が可能です。（カーテン・ソファー・紙・電気機器・車内　等）液化炭酸ガスを噴射ガスに利用しているため最後まで圧力変化が無く、微粒子は非常に安定しています。なお殺菌力は薬剤の性能によりますので、最適な薬剤を選定することが重要です。使用可能な薬剤はアルコール製剤から水溶性製剤まで、幅広く使用できます。

　付着菌消毒の場合は、人の手が触れる場所（ドア・冷蔵庫・棚などの取っ手、蛇口やガスコック、受話器、カルテボード、カーテン、イス、手すり）を特に念入りに消毒すると高い効果が得られます。

　パソコンやコンセントなど、精密機械や電気機器の表面を消毒する場合は、対象物からノズルを１ｍ以上離してスプレーします。近すぎると薬液が垂れる為５０㎝以下に近づけてスプレーすると対象物は完全に濡れ、薬剤が垂れるので注意願います。
　超精密機器や光学機器（レンズ）に関しては、薬液成分が添着して不具合を起こす可能性がありますので、レンズカバーや養生をします。
床ワックスの場合も濡らすと変色の恐れがあります。ノズルを離してスプレーします。
　煙感知機は作動する恐れがありますので、カバーするかその時だけ撤去します。作業終了後に、必ず復旧しておくことを忘れないよう注意願います。
　ガスの種火やストーブは消してから消毒します。アルコール引火の懸念ではなく、火を消火してしまうため、その後の生ガスの引火による危険があります。
室内の電気モーターも停止を基本としますが、停止不可能な場合でもモーターに直接スプレーしない限り故障や不具合はほとんどありません。（機器の状態による）
　空間噴霧を行った場合は、薬剤の霧が添着するまで放置してから入室します。霧の状態を目視確認するか、２０分間程度放置します。

　また、毒性のある消毒薬を使用する場合はもちろんですが、エタノールであっても、活性炭入りの防毒マスク着用をお勧めします。アルコールによって酔う可能性がありますし、アルコール過敏の方は、目が充血する恐れがありますので、ゴーグルとゴム手袋の着用も必要です。
２－３：具体的な消毒・防虫について
　（カビ：真菌類の消毒について）

カビに効果の高い消毒剤を選択することが重要です。
「サイプレスクリア（アルコール系商品添加物）」か「ビオフェンス・リキッド（二酸化塩素系）」を

お勧めします。
生息しているカビの状況によりますが、カビが目視できる状態であれば、噴霧量は１㎡当たり

３０ｍｌ程度と多めに使用します。予防的措置であれば、１㎡当たり１０ｍｌ程度にします。
目視できるカビが生息している場合は毎日（始業前）スプレーすることをお勧めします。

エアーサンプラー等で真菌数を計測しながらスプレー場所や頻度を検討するのが合理的です。

クリーンルーム内の真菌数低減のためには、クリーンルーム内だけでなく、エアシャワーや前室

の真菌数を減らすこと重要な場合もあるので、真菌数を計測しながらスプレー頻度や場所を検

討します。

カビが積層状態で生息しているようなら、カビ除去剤（洗剤＋次亜塩素酸塩）で洗浄・除去し、

飛散する胞子数を減らさないと、効果が上がらないこともあります。

　（チャタテムシ：微細昆虫の防虫について）

現場の使用制限に合った薬剤の選択が重要です。

殺虫剤が使用できる現場なら、水溶性殺虫剤の用法・容量を守って、スプレーします。

食品添加物のアルコールが使用できる現場であれば「サイプレスクリア」がお勧めです。

残留物が許されない製造現場では「消毒用エタノール（薬局方エタノール）」を使用します。
スプレーする場所は、壁面等のクラック、床と壁面又は天井との境目、ドアの隙間やドアに付い

ているゴムパッキンなどに、濡れる程度の十分な量をスプレーします。

特殊な樹脂製の床では、アルコールで濡らすと変色する場合がありますので、目立たない場所

でテストしてから施工するようにしてください。（濡らさないスプレーであれば変色しません）

１週間に１回の定期施工が良いのですが、生息調査結果を見ながら頻度を減らすことが可能で

す。また同時に、窓枠の隙間やクラックをコーキングして進入路を遮断することも重要です。
《3》 機器操作の注意

３－１：ボンベの取り扱い

　ボンベは、室温４０度以下の場所で保管下さい。４０度以上になるとボンベ内の圧力が急上昇し、安全バルブが破れて炭酸ガスを全て放出します。特に炎天下での車内保管に注意願います。
　液化炭酸ガスは圧力変化が無いため、残量を圧力では計れません。体重計で重量を計ります。充填日数を考慮した予備ボンベの準備をお勧めします。
　機器を使用しない時はボンベのバルブを閉鎖してください。また、機器を車両で運搬する際には、ボンベは必ず外して下さい。機器の部品破損や、ガス漏れを起こす恐れがあります。
３－２：機器の取り扱い

　機器に付属している取扱説明書を必ず熟読し、使用上の注意点を理解願います。また、機器は立てて使用し、寝かしたままで使用すると故障やガス漏れを起こす恐れがあります。さらに、機器を勝手に分解したり、改造しないでください。故障や事故につながる恐れがあります。
　使用後はボンベバルブをとした後、機器内の残ガスを放出します。ノズルガン・薬液ボトルは流水か洗剤で洗浄した後に良く乾燥させ、常に清潔度が保たれるように御使用下さい。
《4》 機器の特徴
４－１：シャットノクサス標準機
　シャットノクサスSNA型やＳＮＭ型などの、１００V電源を必要とするタイプです。

ＳＮＡ型は３６０度自動回転ノズル台なども装備し、無人での消毒も可能です。
　液化炭酸ガスは液体が気化する際にドライアイス（固体）を生成するため配管凍結を防止して連続噴射を可能にする超小型の気化装置を開発しました。
　スプレー性能が高いので、１分間に８０ｍｌ（最大調整１００ｍｌ）の薬液を、飛散距離６ｍでスプレー可能です。自動消毒の場合は、半径６ｍの広さまで１台でカバーできます。
　手動ガンも付属し、対象物を直接狙った手動消毒も可能です。

４－２：シャットノクサスミニ機種
　シャットノクサス・ミニは電源が不要なタイプです。電源無しでも凍結せず、連続噴射を可能にするため、新開発のノズルと、特注減圧弁の組合せにより製品化しました。
対象物を直接狙った手動消毒が基本の機種な、自動消毒モードはありません。

　小型軽量・電源不要の機種で、スプレー能力は１分間に６０ｍｌ、薬液飛散距離は３ｍです。

　電気部品が全くないので「火気厳禁区域」がある工場等においても使用可能です。
４－３：シャットノクサス設備
　お客様のオーダーによる注文生産となります。クリーンルーム設備として、ニーズに応える設計を行い、設備工事を行います。
――　仕様まとめ　――――――――――――――――――――――――――――――
＜ＳＮＡ型＞

・１００Ｖの電源が必要な標準機で、自動回転ノズル装置や噴霧タイマーが装備されています。

・自動回転ノズルは、３６０度連続回転作動と、任意の角度で往復する動作も選択可能です。

・ノズルの薬液噴霧能力→約８０ｍｌ／分　で、霧は約６ｍ飛びます。

・表面消毒のアルコール量は、最低５ｍｌ／㎡～標準１０ｍｌ／㎡→約４秒／㎡～８秒／㎡。

・空間消毒のアルコール量は、最低１０ｍｌ／ｍ３～標準１５ｍｌ／ｍ３→約８秒／ｍ３～１２秒／ｍ３。

・１０㎏ボンベ１本で連続　約５０分スプレー可能。

＜ミニ型＞

・電源不要でどこでも使用可能です。手動ノズルのみで、自動ノズルは付いていません。

　※ミニを使用した自動噴霧装置は開発中です。今年度中には製品化（注文生産）できる見込みです。

・ノズルの薬液噴霧能力→約６０ｍｌ／分　で、霧は約３ｍ飛びます。

・表面消毒のアルコール量は、最低５ｍｌ／㎡～標準１０ｍｌ／㎡→　約５秒／㎡～１０秒／㎡。

・空間消毒のアルコール量は、最低１０ｍｌ／ｍ３～標準１５ｍｌ／ｍ３→　約１０秒／ｍ３～１５秒／ｍ３。

・５㎏ボンベ１本で連続　約８０分スプレー可能。
＜計算式－１＞

①容積は１６．５立方ｍとします。通気は全く無く、完全密閉状態とします。

②使用エタノールの濃度は７５vol％（体積比％）で、８０ｍｌとします。

③①の室内に②のエタノールをスプレーした場合の空間エタノール濃度は？

 ※７５vol％のエタノールのwt％は６７．８９％、比重：０．８７７９、分子量：４６．０７
①８０ｍｌの重量：８０ｍｌ×０．８７７９（比重）＝７０．２３２ｇ

②純粋なエタノール重量：７０．２３２ｇ×０．６７８９（wt%）＝４７．６８１ｇ（小数４桁を四捨五入）

③物質量：４７．６８１ｇ÷４６．０７ｇ／モル＝１．０３５モル（小数４桁を四捨五入）

④気体量：１．０３５モル×２２．４リットル／モル＝２３．１８４リットル（小数４桁を四捨五入）

⑤気体濃度：２３．１８４リットル÷１６．５立方ｍ＝１．４０５リットル／立方ｍ（小数４桁を四捨五入）

⑥アルコールの気体濃度は１，４０５ｐｐｍとなり、

　爆発限界（３２，８００ｐｐｍ）の約４．３％程度で、あと２３倍以上の安全率がある。

　（ｐｐｍ＝ミリリットル／立方ｍ）

＜計算式－２＞

シャットノクサス標準機では、１分間あたり約２００ｇの液化炭酸ガスを消費します。
（ミニ機種では、１分間あたり約６２．５ｇの液化炭酸ガスを消費します）
その場合の炭酸ガス濃度は、
 　※炭酸ガスの分子量：４４．０１、比重：１．５２４

①物質量：２００ｇ÷４４．０１ｇ／モル＝４．５４４モル（小数４桁を四捨五入）

②気体量：４．５４４モル×２２．４リットル／モル＝１０１．７８６（小数４桁を四捨五入）

③気体濃度：１０１．７８６リットル÷１６．５立方ｍ＝６．１６９リットル／立方ｍ（小数４桁を四捨五入）

④炭酸ガス濃度は、６，１６９ｐｐｍとなる。

なお、８時間暴露の労働安全環境は５，０００ｐｐｍ以下でありこれを超えているが、１５分間の短時間暴露の安全限界である１５，０００ｐｐｍ以下の安全性は確保している。通常の生活空間や換気のある場所では、炭酸ガス濃度は５０００ｐｐｍを超えない。
